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上六印刷株式会社 UEROKU PRINTING CO., LTD.

創業1932年 設立1950年 資本金5,980万円従業員数約300名 2011年11月奈良県生駒市現本社/工場に移転 紙器ラベル製造印刷業(箱年間約2億5千～3億個) 化粧品/医薬/健食に特化

生駒市学研高山地区環境保全対策委員会 資料6
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資料6

取組1. 廃液の削減 取組2. 有機溶剤の削減
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従来：廃液→タンク→廃棄物処理業者による回収

今後：廃液→凝集ろ過処理→ろ過水を下水道へ

従来：排気＝VOC*燃焼処理→無害化→屋外排気

今後：排気＝法廷基準値以下に減少→屋外排気

有機溶剤性グラビア印刷→水性グラビア印刷

印刷系統最終「貼り工程」における糊タンク洗浄作業

資料6

取組2. 有機溶剤の削減取組1. 廃液の削減

※VOC(Volatile Organic Compoundsの略）＝揮発性有機化合物

揮発性有機化合物は、常温常圧で大気中に容易に揮発する有機化学物質の総称のことである。
具体例としては、香水や食品、動物、植物、土壌の微生物などから放たれる匂い物質。
また、トルエン、ベンゼン、フロン類、ジクロロメタンなどを指し、これらは溶剤、燃料として重要な物質で
あることから、幅広く使用されている。
2004年5月26日、改正大気汚染防止法により主要な排出施設への規制が行われることとなった。
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新たに導入する凝集ろ過処理装置
※凝集処理剤効果を表す画像サンプルです

資料6

取組1. 廃液の削減

内部の仕組み装置名称
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印刷系統

印刷系統排水

印刷系統

印刷系統排水

従来 今後

下水へ

廃液処理方法 廃液処理方法 資料6
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ユーティリティ排水

食堂 洗面

トイレ

凝集ろ過水

下水へ

今後下水に流れるもの
資料6
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従来

グラビア印刷室 VOC燃焼装置

溶剤臭気

無害化された空気

工場内 屋外

＝排気方法の変更 資料6取組2. 有機溶剤の削減
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今後

グラビア印刷室

グラビア印刷の有機溶剤を用いない水性化
により安全となった空気

工場内 屋外

資料6＝排気方法の変更取組2. 有機溶剤の削減



8凝集ろ過水水質検証結果

安全性の証明：ろ過水

2024年度水質検査結果

資料6
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2025年7月
悪臭測定試験を実施し
その結果をもとに生駒市
消防本部へ届け出。
VOC装置の停止許可を得る
に至る

安全性の証明：臭気 資料6


